
 

 

 
 

資 料 提 供 
平成 26年 10月２日 

所 属：公立大学法人 県立広島大学 

三原地域連携センター 

連絡先：0848-60-1200（直通） 

    0848-60-1120（代表） 

担当者：松本 

 

第 11回広島保健学学会学術集会・第 15回広島保健福祉学会学術大会 合同学会 

「災害復興に果たす保健学の役割」を開催します 

 

 

１ 開催趣旨 

 県立広島大学三原地域連携センターは，広島大学大学院医歯薬保健学研究院と共同して，保健・

医療・福祉に関する研究と教育の発展の促進，関連機関との連携を推進することを目的とした合同

学会を開催します。 

 この合同学会は，平成 23年から開催し，今年で 4回目となります。 

 

２ 日時 

  平成 26年 10月 11日（土曜日） 10時～17時（受付９時 30分～） 

 

３ 場所 

  広島大学 広仁会館（広島市南区霞１-２-３） 

 

４ 主催 

  広島大学大学院医歯薬保健学研究院・県立広島大学三原地域連携センター 

 

５ 内容 

○ 10時～10時 10分    開会の挨拶 

○ 10時 15分～11時 30分 特別講演  

演  題：「スポーツ外傷の予防 －特にスキー外傷のリハビリテーションの経験から－」 

講 師：アントン ウィッカー氏 

（ザルツブルク大学リハビリテーション医療学部教授 ヨーロッパスポーツ連盟会長） 

○ 11時 30分～14時 30分 一般演題（口演及びポスター）発表 

詳細は別紙参照。  

○ 14時 40分～16時 40分 シンポジウム  

テーマ：「大規模災害に対する保健学への期待」 

     座長：浦邉
う ら べ

 幸夫
ゆ き お

（広島大学大学院医歯薬保健学研究院 教授） 

        日高
ひ だ か

 陵好
りょうこ

（県立広島大学保健福祉学部 准教授） 

○ 16時 50分～17時      閉会の挨拶 

 

６ その他 

  参加費 一般 1,500円，学生 無料 

事前予約不要。（どなたでも自由に参加可能） 



大会議室（2F） 

 

 10：00～10：10  開 会 挨 拶                                 

浦邉幸夫（合同学会会長） 

 

 10：15～11：30  特 別 講 演                        

スポーツ外傷の予防 ‐特にスキー外傷のリハビリテーションの経験から‐ 
 

講 師 ： ザルツブルク大学リハビリテーション医療学部教授 

ヨーロッパスポーツ連盟会長              

  

Anton Wicker 

司 会 ： 広島大学大学院医歯薬保健学研究院 教授 出家正隆  

   

 11：30～12：30  一 般 演 題 （口 演 ）Ⅰ                          

座 長 ： 県立広島大学保健福祉学部       教授 小野武也  

 広島大学大学院医歯薬保健学研究院 教授 花岡秀明  

口演-1 筋性拘縮に対する矯正力の違いが自然回復下のラットヒラメ筋の柔軟性に与える影響 

石倉英樹（県立広島大学） 

口演-2 関節拘縮に関与する皮膚の形態学的変化に関する検討 

田坂厚志（大阪行岡医療大学） 

口演-3 座面素材の違いが高齢者立ち上がり動作に及ぼす影響に関する一考 

相原一貴（県立広島大学） 

口演-4 個人の嗜好別にみた自然環境映像に対する心身反応－海映像と森林映像との比較－ 

堤 雅恵（山口大学） 

口演-5 地域のつながりと高齢者の社会的孤立問題 

湯川順子（県立広島大学） 

口演-6 卒業直前の看護専門学校生のケアリング行動 

盆子原イツ子（安田女子大学） 

 

 12：30～13：30   休 憩                         

（12：30～12：40）    （平成 26年度広島保健学学会総会） 

 

 14：40～16：40  シ ン ポ ジ ウ ム                          

大規模災害に対する保健学への期待 

 

シンポジスト： 福島県南相馬市立総合病院 副院長 及川友好 

  

 広島大学病院看護部 ICU 看護師長 飯干亮太 



 
 

 広島県健康福祉局 山下十喜 

 
 

 広島大学医学部地域医療システム学 教授 森山信彰 

  

   

座 長： 合同学会会長 浦邉幸夫 

 県立広島大学保健福祉学部          准教授 日高陵好 

 

 16：50          閉 会 挨 拶                                        

 小野武也(次期合同学会会長) 

 

 

 13：30～14：30   一般演題（ポスター）討議                      

Ｐ-1 起立開始時の膝関節屈曲角度の違いが起立時の股関節最大屈曲角度と起立時間におよぼ

す影響        佐藤勇太（県立広島大学） 

Ｐ-2 動作指導による片脚スクワットの筋活動の変化 

  山本圭彦（リハビリテーションカレッジ島根） 

Ｐ-3 チェンソーを用いる林業従事者の作業姿勢の筋電図学的解析 

河原大陸（広島大学） 

Ｐ-4 脊柱後彎姿勢が歩行中の膝関節の力学的エネルギーの流れに与える影響       

       武田拓也（広島大学） 

Ｐ-5 変形性膝関節症対する側方支柱付き軟性装具の効果 

        岡本卓也（広島大学） 

Ｐ-6 締め付けがなく、体温上昇効果のある下着についての検討 

  井上  誠（県立広島大学） 

Ｐ-7 ベッド周り転倒予防靴下の効果について   

井上  誠（県立広島大学） 

Ｐ-8 脳梗塞を呈した症例に対する介入 

  松本智博（県立広島大学） 

Ｐ-9  ALS 療養者の家族介護者の災害への備えに対する認識と行動 

  藤永正枝（安田女子大学） 

Ｐ-10 児童発達支援事業利用者のニーズと今後の課題 

  土路生明美（県立広島大学） 

Ｐ-11  専門家の情報提示が裁判員の量刑判断に与える影響 

  細羽竜也（県立広島大学） 

 

中会議室（1F） 



第11回広島保健学学会学術集会 

第15回広島保健福祉学会学術大会 合同学会 

災害復興に果たす保健学の役割 

日  時：平成26年１０ 月１１日（土）１０：００～1７：００ 

会  場：広島大学広仁会館  広島市南区霞１－２－３ 

学会長：浦邉 幸夫（広島大学大学院医歯薬保健学研究院 教授） 

  9:30～         受付  
 

 10:00～10:10 開会挨拶 
 

 10:15～11:30 

   特別講演  Anton Wicker氏 （ザルツブルク大学リハビリテーション医療学部  教授） 
 

 演題 「スポーツ外傷の予防 

     ‐特にスキー外傷のリハビリテーションの経験から‐」   

             座長： 広島大学大学院医歯薬保健学研究院    教授     出家 正隆 氏  
  

 11:30～12:30  一般演題発表 
 

 12:30～13:30 休憩 
 

 13:30～14:30 一般演題発表 
 

 14:40～16:40 

   シンポジウム 

       「大規模災害に対する保健学への期待」 
                 座長： 広島大学大学院医歯薬保健学研究院    教授    浦邉 幸夫 氏 

                  県立広島大学保健福祉学部          准教授 日高 陵好 氏    

    

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 16:50～     閉会挨拶 

シンポジスト 
１．及川 友好 先生（福島県南相馬市立総合病院 副院長） 

  

２．飯干 亮太 先生（広島大学病院看護部ICU 看護師長） 

  

３．山下 十喜 先生（広島県健康福祉局） 

 

４．森山 信彰 先生 （広島大学大学院リーディングプログラム機構 

                             放射線災害復興コース大学院） 

  

＜主催：広島大学大学院医歯薬保健学研究院・県立広島大学三原地域連携センター＞ 

お申込み・お問い合わせ先は裏面をご覧ください． 



【お申込み方法】 

事前参加登録は受け付けておりませんので、ご了承ください． 

参加ご希望の方は，当日受付へお越しください． 

【お申込み・問い合わせ先】 

第11回広島保健学学会学術集会・第15回広島保健福祉学会学術大会 

合同学会 事務局 

 

広島大学大学院医歯薬保健学研究院 「合同学会」 事務局長 

藤田  直人 

〒734-8553 広島市南区霞1－2－3 

TEL ： 082－257－5423（直通） 

FAX ： 082－257－5344 

E-mail ： fujitan@hiroshima-u.ac.jp 

【会場】 

【参加費】 

 参加費   一般 1,500円  学生   無料 

広仁会館（会場） 
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